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第
六
十
六
回
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
通
常
総
会
が
、
七
月
一
日
徳
島
市

の
徳
島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、
関
係
者
約
九
〇
名
の
参
加
に

よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
五
類
移
行
後
、

二
回
目
の
総
会
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
来
賓
と
し
て
林
野
庁
整
備
課
長　

土
居
隆
行
様
、
徳
島
県
副
知
事　

伊
藤
大
輔
様
、
徳
島
県
議
会
議
長　

元

木
章
生
様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
状
況
に
回
復
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
山
口
会
長
よ
り
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
次
期
計
画
に
関
す
る
話

題
を
交
え
た
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
第

一
号
「
令
和
五
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」、

議
案
第
二
号
「
令
和
六
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
」、
議
案
第
三
号
「
令
和
六
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
承
認
に
つ

い
て
」、
議
案
第
四
号
「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
に
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
林
道
維
持
管
理
を
始
め
、
治
山
林
道
工
事
等

に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
表
彰
は
、
第
四
十
六
回
林
道
優
良
維
持
管
理
者
の
協
会
長
表
彰
、
令

和
五
年
度
優
良
工
事
施
工
者
表
彰
の
治

山
部
門
・
林
道
部
門
・
森
林
整
備
部
門

の
各
協
会
長
表
彰
、
そ
し
て
治
山
林
道

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者
の
表
彰
を

行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々

の
ご
活
躍
・
ご
精
励
を
御
祈
念
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
各
賞
の
受
賞
者
の
紹

介
と
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
役
員
名

簿
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。（
治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

受
賞
者
は
、巻
末
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

第66回 通 常 総 会 開 催

山口会長挨拶
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徳島県治山林道協会役員名簿

○　徳島県治山林道協会長賞
　　最優秀賞

管理主体 代表者 路線名

那 賀 町 町長
橋　本　浩　志 下司林谷線

　　優秀賞

つ る ぎ 町 町長
兼　西　　　茂 赤帽子線

第46回　林道優良維持管理者

○　徳島県治山林道協会長賞
　　治山事業

三 好 市 ㈱元木土建 元　木　啓　悟

神 山 町 ㈲司建工 森　下　隆　司

那 賀 町 木沢建設㈱ 西　本　日出世

　　林道事業

美 馬 市 ㈱田村組 富　川　一　也

上 勝 町 ㈱川端建設 川　端　雅　仁

海 陽 町 ㈱谷田組 谷　田　勝　良

　　森林整備事業

吉 野 川 市 徳島北部森林組合 和　泉　隆　啓

令和5年度　優良工事施工者

役職名 氏　　名 所　　属

会 長 理 事 山　口　俊　一 衆議院議員

副会長理事 松　浦　敬　治 東みよし町長

〃 西　村　　　裕 徳島県建設業協会長

理 事 原　井　　　敬 吉野川市長

〃 加　美　一　成 美馬市長

〃 河　野　雅　俊 神山町長

〃 橋　本　浩　志 那賀町長

〃 重　清　佳　之 徳島県県議会議員

〃 岡　本　富　治 徳島県県議会議員

〃 平　田　　　茂 徳島県建設業協会
脇町支部長

〃 岡　村　純　夫 徳島県建設業協会
川島支部長

〃 榊　野　千　秋 木頭森林組合長

専 務 理 事 井　関　廣　幸 事務局

監 事 花　本　　　靖 上勝町長

〃 町　田　寿　人 阿波市長

〃 多　田　久仁男 徳島県建設業協会
海部支部

顧 問 川　原　哲　博 前副会長理事

任期は令和５年度総会から令和７年度総会まで

土居課長挨拶伊藤副知事挨拶元木議長挨拶会長表彰
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去
る
八
月
二
十
二
日
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
長
官
室
に
お

い
て
、
山
口
会
長
、
松
浦
副
会
長
、
西
村
副
会
長
、
そ
し
て

橋
本
理
事
を
始
め
施
工
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
、
青
山
長
官
と

小
坂
次
長
に
対
し
、
令
和
七
年
度
当
初
予
算
に
向
け
た
林
野

公
共
事
業
の
推
進
・
拡
充
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
す

る
「
治
山
事
業
」
に
よ
る
「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
の
推
進
、

そ
し
て
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
不
可

欠
な
「
林
道
事
業
」
の
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
当
初
予
算

の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
確
保
、
及
び
補
正
予
算
の
し
っ
か

り
と
し
た
対
応
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
青
山
長
官
か
ら
は
、「
林
野
公
共
事
業
は

地
方
の
山
間
部
を
元
気
に
す
る
事
業
で
あ
り
、
経
済
対
策
と

し
て
の
補
正
予
算
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。」
と

の
力
強
い
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
整
備
部
長
室
に
お
い
て
、
長
﨑
屋
森
林
整
備

部
長
、
土
居
整
備
課
長
、
河
合
治
山
課
長
ら
に
対
し
、
徳
島

県
の
森
林
土
木
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
予
算
確
保
に
向
け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
今
回
初
め
て
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局
に

お
い
て
、
石
坂
局
長
に
対
し
、
本
県
林
業
の
推
進
に
不
可
欠

な
幹
線
林
道
整
備
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
「
地
方
創
生
道
整
備
推

進
交
付
金
」
の
安
定
的
確
保
に

つ
い
て
、
直
接
要
望
を
行
い
ま

し
た
。

　

要
望
事
項
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

内閣府地方創生推進事務局長要望

林野庁長官要望

森林整備部長要望

林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動

林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動
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林野公共事業予算に関する要望書

地方創生道整備推進交付金に関する要望書
  平素は、治山林道事業の推進並びに本会の活動に

つきまして、格別の御配慮を賜り、厚くお礼申し上

げます。

　コロナ禍に端を発した「ウッドショック」、その

後のウクライナ危機に伴った世界的な木材需給の逼

迫が影を潜めた一方で、急激な円安基調が、我が国

の社会経済活動に大きな影響を及ぼし、地方の森林・

林業を取り巻く現状にも深刻さが増しているところ

です。

　この様な中、内閣府におかれましては、地域の実

情に応じた地方創生に資する事業の効率的かつ効果

的な実施を図るため、地方版総合戦略に位置付けら

れた取り組みへの積極的な支援について、深く敬意

を表します。

　さて、徳島県においては依然として厳しい財政事

情のもと、林業を核とした地方創生実現のため、「生

活環境の改善」はもとより、森林資源の循環利用に

向けた林道整備の加速化による「林業経営基盤の強

化」が喫緊の課題となっています。

　さらに、切迫する南海トラフ巨大地震や激甚化す

る気象災害など、大規模災害の発生リスクが高まる

なか、中山間地域をつなぐ林道は、集落の孤立化を

防ぐ迂回路としての役割も期待されております。

　これらに対応するには、地域再生計画に基づく持

続的林業経営の実現に向けた林道整備の更なる推進

や市町村道等と連携した一体的な整備促進など、計

画的でより効率的な路網整備の推進と、安定した財

源確保が不可欠であります。

  つきましては、令和７年度　当初予算において、

次の項目について特段の御配慮を賜りますようお願

い申し上げます。

○ 「地方創生道整備推進交付金」による林道整備を

計画的かつ着実に実施するために必要な予算の確

保

　令和６年８月

徳島県治山林道協会　会長　山 口 俊 一

　平素は、治山林道事業の推進並びに本会の活動に

つきまして、格別の御配慮を賜り、厚くお礼申し上

げます。

　コロナ禍に端を発したウッドショック、その後の

ウクライナ危機に伴った世界的な木材需給の逼迫が

影を潜めた一方で、急激な円安基調が我が国の社会

経済活動に大きな影響を及ぼし、森林・林業を取り

巻く現状にも深刻さが増しているところです。

　また、全国各地において、線状降水帯を伴う大雨

や地震などによる山地災害が相次いでおり、多くの

尊い人命や貴重な財産が奪われるなど、いつどこで

大規模な自然災害が発生するのか予想のつかない状

況にあり、国民の安全・安心の確保に関する意識は、

益々高まっているところです。

　このような中、国におかれましては、「防災・減災、

国土強靱化」や「林業の成長産業化」、「地球温暖化

防止」等の対策を行う林野公共事業予算の確保に、

迅速かつ継続的に取り組んでいただき、深く敬意を

表します。

　地方においては厳しい財政事情のもと、地方創生

実現のため、国産材の安定供給体制の強化と森林資

源の循環利用の確立など、森林・林業によるグリー

ン成長に向けた取組を一層強化することが喫緊の課

題となっています。

　そのため、大雨の激化・頻発化により激甚化する

山地災害に備える事前防災・減災対策の推進や、効

率的林業経営に向けた林道整備の加速化、更には花

粉症対策など、治山事業や森林整備事業の円滑な遂

行が不可欠であります。

　つきましては、令和 7 年度　当初予算において、

次の項目について特段の御配慮を賜りますようお願

い申し上げます。

○　「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速

化対策」を着実に推進するために必要な予算の確

保、及び国土強靱化基本法に基づく次期対策を早

期に策定し、切れ目無く計画的かつ着実に推進

○　台風や集中豪雨、南海トラフや活断層帯の地震

による大規模災害に備える事前防災・減災対策、

復旧対策の充実や強化など「緑の国土強靱化」の

推進

○　「花粉削減・グリーン成長」の実現を目指す「林

業の成長産業化」や「森林吸収源対策」、「地方創

生」において最も重要な幹線林道を核とした路網

整備の推進

○　山間奥地等条件不利地での現場条件に応じた適

切な設計積算や昨今の資材価格高騰や賃上げを踏

まえた適切な対応

○　中山間地域の安全安心や暮らしを支える建設業

への若者をはじめとする担い手の就業に繋がる人

材育成の推進

　令和６年８月

徳島県治山林道協会　会長　山 口 俊 一
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令
和
六
年
九
月
十
一
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル

麹
町
に
お
い
て
、
日
本
治
山
治
水
協
会
の
令
和
六
年
度
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
山
口
会
長
が
挨
拶
に
立
た
れ
、「
今
年
は
元

旦
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
ま
た
豪
雨
・
台
風
災
害
も

相
次
い
で
お
り
、
新
た
な
気
象
条
件
下
で
災
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
が
顕
在
化
し
て
い
る
。『
国
土
強
靭
化
５
か
年
加
速

化
対
策
』
の
予
算
措
置
も
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
多

く
の
山
地
災
害
危
険
地
区
が
あ
り
、
最
終
年
度
を
迎
え
る
５

か
年
対
策
の
ポ
ス
ト
対
策
が
重
要
と
な
る
と
と
も
に
、
ま
た

「
花
粉
症
対
策
」
に
お
い
て
は
林
道
整
備
予
算
の
確
保
も
重

要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
も
、議
連
の
予
算
要
望
活
動
や『
治

山
・
林
道
の
つ
ど
い
』
開
催
に
よ
り
都
道
府
県
協
会
と
一
体

と
な
っ
て
年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
た

い
。」
と
の
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
青
山
林
野
庁
長
官
が
祝

辞
を
述
べ
ら
れ
、「
山
地
災
害
や
林
道
災
害
の
広
域
化
・
激

甚
化
を
踏
ま
え
、
治
山
林
道
整
備
を
強
化
し
、
地
域
の
安
全
・

安
心
の
一
層
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
林
野
庁
と
し
て
も

林
野
関
係
予
算
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る
。」
と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
山
口
会
長
が
議
長
に
就
任
し
、
議
案
第
一
号
か
ら

第
五
号
ま
で
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
治
山
林
道
四
国
地
区
協
議
会
の

幹
部
が
一
堂
に
会
し
、愛
媛
県
協
会
の
兵
頭
会
長
を
先
頭
に
、

青
山
長
官
ほ
か
林
野
庁
幹
部
に
対
し
、
治
山
林
道
事
業
の
推

進
に
向
け
た
必
要
予
算
の
確
保
や
各
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

要
望
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
日
本
治
山
治
水
協
会
定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度
日
本
治
山
治
水
協
会
定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度
日
本
治
山
治
水
協
会
定
時
総
会
開
催

日本治山治水協会定時総会開催状況

山口会長の挨拶

青山林野庁長官の祝辞

四国地区協議会要望活動
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令
和
六
年
六
月
十
二
日
、
東
京
都
内
の
霞
山
会
館
に
お
い

て
、
全
国
森
林
土
木
建
設
事
業
協
会
の
定
時
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

青
山
林
野
庁
長
官
を
は
じ
め
と
し
た
ご
来
賓
参
加
の
も

と
、
総
会
が
開
催
さ
れ
、
山
藤
会
長
の
挨
拶
、
青
山
長

官
ら
の
祝
辞
の
後
、
全
議
題
と
も
全
会
一
致
に
て
、
承

認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
要
望
活
動
に
向
け
た
決
議
文
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
二
年
か
ら
四
年
間
に

わ
た
り
専
務
理
事
に
就
任
さ
れ
た
川
野
氏
が
ご
勇
退

さ
れ
、
後
任
に
江
坂
氏
が
専
務
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
定
時
総
会
に
先
立
ち
、
令
和
六
年
度
「
全
森

建
」
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
森
林
土
木
事
業
の

発
展
等
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
本
県

か
ら
は
神
山
町
の
西
森
規
夫
氏
が
労
働
安
全
功
績
者
と
し

て
、
山
藤
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

労働安全功績者　平田茂理事

受賞者記念撮影

令
和
六
年
度
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
定
時
総
会
開
催

令
和
六
年
度
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
定
時
総
会
開
催

定時総会開催状況

労働安全功労者　西森規夫氏

山藤会長挨拶
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第
三
十
六
回
施
工
委
員
会
が
六
月
四
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県
建
設

　
第
三
十
六
回
施
工
委
員
会
が
六
月
四
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県
建
設

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
徳
島
県
か
ら
は
金
子
森
林
土
木
・
保
全
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民

　
徳
島
県
か
ら
は
金
子
森
林
土
木
・
保
全
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民

局
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
、
ま
ず
、
県
森
林
土
木
・
保
全
課
担
当
者

局
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
、
ま
ず
、
県
森
林
土
木
・
保
全
課
担
当
者

か
ら
令
和
５
年
度
の
四
国
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
要
望
事
項
に
対
し
て
の

か
ら
令
和
５
年
度
の
四
国
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
要
望
事
項
に
対
し
て
の

林
野
庁
見
解
、
及
び
今
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正

林
野
庁
見
解
、
及
び
今
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正

点
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
県
内
各
支
部
の
改
善

点
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
県
内
各
支
部
の
改
善

要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
説
明
後
、
県
担
当
者
か
ら
改
善

要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
説
明
後
、
県
担
当
者
か
ら
改
善

に
向
け
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

に
向
け
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
、
ま
た
入
札
・

　

近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
、
ま
た
入
札
・

契
約
制
度
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現

契
約
制
度
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現

場
が
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委

場
が
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委

員
会
に
お
い
て
、
現
場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に

員
会
に
お
い
て
、
現
場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
六
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
六
年
度　
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解

改

善

要

望

事

項

見

解

第
三
十
六
回
施
工
委
員
会
開
催

第
三
十
六
回
施
工
委
員
会
開
催

Ⅰ　
治
山
・
林
道
共
通
事
項

１　
現
場
見
学
会
や
出
前
授
業
等
「
土
育
」
へ
の
活
動
支
援
に
つ
い
て 

【
三
好
、
那
賀
】

　
　

令
和
５
年
度
全
森
建
の
改
善
要
望
事
項
の
林
野
庁
回
答
に
お
い
て
、
人
材
育
成
に
向
け
た
環

境
整
備
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
共
通
仮
設
費
の
中
で
工
事
に
関
連
し
た
「
地
域
連
携
」
の
取
組

と
し
て
、
現
場
見
学
会
の
開
催
等
の
費
用
を
計
上
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、
経
費
対
象
と
し
て

の
具
体
的
事
例
及
び
計
上
の
手
法
に
つ
い
て
ご
教
示
願
い
た
い
。

２　
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
、
労
務
費
補
正
等
（
担
い
手
対
策
）
に
つ
い
て 

【
吉
野
川
】

　
　

現
在
、
担
い
手
確
保
型
工
事
で
は
、
現
場
の
閉
所
状
況
に
応
じ
て
労
務
費
等
に
対
し
て
補
正

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
森
林
土
木
事
業
は
一
般
土
木
事
業
と
違
い
、
山
間
奥
地
の
施
工
条
件
が

厳
し
い
現
場
も
多
く
、
併
せ
て
現
場
作
業
員
の
高
齢
化
も
深
刻
で
あ
り
、
更
に
は
若
手
技
術
者
・

作
業
員
の
離
職
率
も
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
森
林
土
木
事
業
に
お
け
る
担
い
手
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
、
新
た
な
補
正
率
等

の
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。

３　
標
準
工
期
の
設
定
に
つ
い
て 

【
那
賀
】

　
　

工
期
の
設
定
方
法
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
ご
教
示
願
い
た
い
。

　

現
場
環
境
改
善
費
（
令
和
５
年
度
治
山
林
道
必
携
Ｐ
108
）
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
仮
設
備

関
係
、
安
全
関
係
、
営
繕
関
係
、
地
域
連
携
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
場
合
に
、
直
接
工
事
費
等
を

対
象
と
し
た
率
計
上
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
選
ば
れ
る
森
林
土
木
」
に
向
け
て
、
森
林
土
木
工
事
の
共
通
仮
設
費
に
、
林
野
庁
独
自
の
補
正

率
が
上
乗
せ
さ
れ
て
お
り
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
令
和
６
年
７
月
15
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入

札
公
告
を
行
う
工
事
よ
り
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
国
に
対
し
て
、更
な
る
間
接
経
費
率
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

標
準
工
期
の
設
定
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
準
備
日
数
＋
実
工
事
日
数
＋
後
片
付
け
日
数
の
合

計
日
数
に
よ
り
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
工
事
日
数
＝
準
備
日
数
＋
実
工
事
日
数
＋
後
片
付
け
日
数
）

　
（
実
工
事
日
数
＝
実
作
業
日
数
×
不
稼
働
日
数
割
増
係
数
×
8/7
×
1.1
）
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４　
担
い
手
確
保
モ
デ
ル
工
事
（
週
休
２
日
）
に
つ
い
て 

【
美
馬
】

　
　

働
き
方
改
革
に
よ
り
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
全
工
事
週
休
２
日
を
目
指
す
取
組
が
進
ん
で
い

る
が
、工
期
の
見
直
し
に
つ
い
て
ご
教
示
願
い
た
い
。
ま
た
、工
期
の
変
更
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、

見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　
天
候
不
順
等
に
よ
る
工
期
延
伸
の
緩
和
に
つ
い
て 

【
美
波
】

　
　

完
全
週
休
２
日
制
に
移
行
し
て
い
く
状
況
で
あ
る
と
思
う
が
、
温
暖
化
の
気
候
変
動
に
よ
る

天
候
不
順
な
ど
の
請
負
業
者
の
責
に
帰
す
べ
き
理
由
以
外
の
場
合
は
、
工
程
管
理
す
る
上
で
、

契
約
上
の
工
期
内
で
雨
天
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
休
業
日
数
を
特
記
仕
様
書
な
ど
に
明

記
す
る
と
と
も
に
、
工
期
延
伸
に
つ
い
て
ご
配
慮
願
い
た
い
。

６　
地
域
間
に
お
け
る
発
注
件
数
の
見
直
し
に
つ
い
て 

【
美
波
】

　
　

美
波
管
内
の
治
山
林
道
工
事
の
発
注
件
数
が
非
常
に
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
当
該
工
事
は
山

間
部
と
い
う
特
殊
性
も
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
時
、
若
手
作
業
員
に
現
場
経
験
を
積
む
機
会

が
少
な
く
な
り
、
災
害
等
に
て
復
旧
事
業
を
行
う
際
に
は
敬
遠
さ
れ
る
工
事
と
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
性
や
予
算
の
関
係
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
で
き
る
だ
け
地
域
性

を
考
慮
し
た
事
業
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

７　
支
障
木
の
伐
採
に
つ
い
て 

【
三
好
】

　
　

支
障
木
に
つ
い
て
は
、
県
が
所
有
者
へ
直
接
補
償
し
て
お
り
、
伐
採
木
に
つ
い
て
は
所
有
者

の
自
由
処
分
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
情
と
し
て
工
事
施
工
業
者
の
負
担
に
よ
り

玉
切
り
か
ら
搬
出
ま
で
実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
た
め
、
玉
切
り
及
び
搬
出
費
用
を
設

計
計
上
出
来
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

８　
支
障
木
の
集
積
作
業
に
お
け
る
費
用
に
つ
い
て 

【
那
賀
】

　
　

支
障
木
の
集
積
作
業
に
係
る
費
用
の
計
上
に
つ
い
て
は
、
残
土
処
理
場
や
林
業
作
業
用
施
設

（
土
場
）
等
の
設
置
に
お
い
て
、
広
範
囲
に
伐
採
木
の
集
材
作
業
を
行
う
場
合
は
集
材
費
を
設
計

計
上
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
山
腹
工
・
水
路
工
に
つ
い
て
も
集
材
費
を
設
計
計
上
出
来
る

よ
う
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

９　
入
札
公
告
時
の
見
積
参
考
資
料
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
に
つ
い
て 

【
美
波
】

　
　

県
土
整
備
部
の
入
札
公
告
時
の
見
積
参
考
資
料
に
つ
い
て
は
、
積
算
ソ
フ
ト
（
各
社
）
に
て

資
料
を
読
み
込
ん
だ
場
合
、
資
料
に
表
示
さ
れ
て
い
る
歩
掛
か
り
及
び
間
接
経
費
一
式
が
読
み

　

建
設
現
場
に
お
け
る
週
休
２
日
の
確
保
に
向
け
、「
更
な
る
余
裕
の
あ
る
工
期
設
定
」
を
行
う
た

め
、
週
当
た
り
１
日
程
度
割
り
増
し
す
る
割
増
率
1.1
倍
を
、
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
指
名
通
知

又
は
入
札
公
告
を
行
う
工
事
よ
り
適
用
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
後
片
付
け
日
数
に
つ
い
て
も
、

５
日
間
延
長
し
最
低
25
日
に
変
更
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
記
仕
様
書
へ
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
県
土
整
備
部
を
は
じ
め
関
係
機
関
で
統
一
し
た
対
応
に

向
け
た
調
整
等
が
必
要
と
な
り
、
個
別
工
事
で
の
記
載
は
困
難
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

な
お
、
連
続
し
た
天
候
不
順
に
か
か
る
工
期
延
伸
に
つ
い
て
は
、
各
現
場
毎
に
条
件
が
異
な
っ

て
く
る
た
め
、
発
注
者
と
協
議
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

森
林
土
木
事
業
の
内
、
林
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
ま
た
、
治

山
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
全
対
象
の
近
接
度
合
や
山
地
災
害
危
険
地
ラ
ン
ク
、
地
元
要
望
等
を
総

合
的
に
判
断
し
優
先
順
位
を
付
け
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
箇
所
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

新
た
な
担
い
手
や
若
手
作
業
員
の
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

引
き
続
き
国
へ
予
算
要
望
を
行
い
、
要
望
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

工
事
に
係
る
支
障
木
の
伐
採
費
に
つ
い
て
は
、
四
国
地
区
用
地
対
策
連
絡
協
議
会
の
単
価
に
基

づ
き
設
計
し
て
お
り
、「
伐
採
」・「
玉
切
り
」・「
除
却
費
」
ま
で
が
そ
の
範
囲
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

搬
出
費
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
支
障
木
が
個
人
の
所
有
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
計
の
対

象
外
と
し
て
お
り
、
市
場
等
へ
の
運
搬
費
を
設
計
計
上
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の
で
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

先
ほ
ど
の
質
問
同
様
、「
伐
採
」・「
玉
切
り
」・「
除
却
費
」
ま
で
を
設
計
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
除
却
費
」
は
工
事
の
支
障
と
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
除
去
す
る
こ
と
。

　
【
林
道
】
の
残
土
処
理
場
の
場
合
は
、
伐
採
の
範
囲
が
広
い
た
め
、
こ
れ
を
除
去
し
な
け
れ
ば
工

事
の
妨
げ
と
な
る
た
め
、
集
材
費
用
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

　
【
治
山
】
の
山
腹
工
・
水
路
工
に
お
い
て
は
、
そ
の
隣
接
地
に
除
却
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

設
計
計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

県
土
整
備
部
と
積
算
シ
ス
テ
ム
が
異
な
る
た
め
当
該
事
象
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

各
事
業
者
様
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
積
算
ソ
フ
ト
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

込
み
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
林
水
産
部
発
注
工
事
に
つ
い
て
は
、
歩
掛
け
の
読
み

込
み
が
一
部
で
き
な
い
な
ど
積
算
時
間
に
手
間
を
取
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
見
積
参
考
資
料
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
）
を
県
土
整
備
部
と
同
等
程
度
ま
で
読
み

込
み
が
可
能
と
な
る
よ
う
改
良
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

10　
根
株
処
理
に
つ
い
て 

【
三
好
】

　
　

根
株
処
理
に
お
い
て
、
根
株
状
態
で
の
チ
ッ
プ
化
（
破
砕
）
作
業
は
、
作
業
前
に
根
株
を
細

か
く
砕
く
工
程
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
根
株
チ
ッ
プ
化
の
積
算
で
は
、破
砕
機
と
バ
ッ

ク
ホ
ウ
の
み
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、根
株
を
細
か
く
砕
く
機
械
（
キ
ッ
ト
カ
ッ
ト
）

の
工
程
を
積
算
に
追
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

11　
根
株
を
チ
ッ
プ
処
理
す
る
場
合
の
計
上
数
量
に
つ
い
て 

【
那
賀
】

　
　

根
株
を
中
間
処
理
施
設
へ
搬
出
し
て
チ
ッ
プ
処
理
し
た
場
合
、
根
株
の
重
量
で
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
現
場
で
チ
ッ
プ
処
理
し
た
場
合
、
換
算
係
数
を
掛
け
る
た
め
数
量
が
減
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
た
め
、
現
場
処
理
す
る
場
合
は
、
実
数
量
で
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

12　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
お
け
る
残
置
型
枠
の
採
用
に
つ
い
て 

【
美
波
】

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
型
枠
設
置
に
つ
い
て
は
、
間
伐
材
等
の
利
用
促
進
に
繋
が
る
と
と

も
に
、
前
面
側
は
環
境
に
配
慮
し
た
見
栄
え
が
有
効
で
あ
り
、
か
つ
、
背
面
側
の
狭
い
場
所
で

の
型
枠
脱
型
作
業
時
の
安
全
性
確
保
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
残
置
型
枠
の
採
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

13　
小
規
模
土
工
に
つ
い
て 
【
那
賀
】

　
　

小
規
模
断
面
の
水
路
工
の
現
場
な
ど
に
お
い
て
は
現
場
条
件
が
厳
し
い
所
も
あ
る
の
で
、
0.1

㎥
バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
場
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
小
規
模
機
械
な
ど
の
歩

掛
り
も
作
成
し
て
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

Ⅱ　
治
山
事
業

１　
治
山
ダ
ム
に
お
け
る
均
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
に
つ
い
て 

【
徳
島
】

　
　

令
和
４
年
度
施
工
委
員
会
に
お
い
て
、
均
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
は
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
、
可
能
と
の
見
解
で
あ
っ
た
が
、
他
の
現
場
に
お
い
て
工
事
検
査
官
か
ら
支
持
力

不
足
と
の
指
摘
を
受
け
た
た
め
、
施
工
は
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
再
度
県
の
見
解
に
つ

い
て
ご
教
示
願
い
た
い
。

　

根
株
の
チ
ッ
プ
化
に
つ
い
て
は
、
治
山
林
道
必
携
に
基
づ
き
、
木
材
破
砕
機
及
び
グ
ラ
ッ
プ
ル

に
よ
り
積
算
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
処
理
費
用
の
積
算
計
上
に
つ
い
て
は
、
実
態
を
調
査
し
た
上
で
、
今
後
、
そ
の
必
要
性
を
含
め
、

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

現
場
で
の
根
株
チ
ッ
プ
化
処
理
に
お
い
て
は
、
根
株
の
体
積
は
換
算
係
数
に
基
づ
く
数
量
で
計

上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

残
置
型
枠
に
つ
い
て
は
、
治
山
ダ
ム
工
や
床
固
工
施
工
時
の
上
流
側
に
設
置
を
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
前
面
に
つ
い
て
は
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る
残
置
型
枠
の
剥
離
・
流
出
に
よ
る
、
下

流
域
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
上
流
側
の
み
の
施
工
と
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
へ
の
残
置
型
枠
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
、
全

国
的
に
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

建
設
機
械
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
状
況
や
経
済
性
を
勘
案
し
、
選
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

狭
隘
な
現
場
に
お
い
て
は
、
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
積
算
方
式
の
土
工
に
よ
り
、
0.1
㎥
バ
ッ
ク
ホ
ウ

等
、
小
規
模
機
械
も
選
定
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
現
場
に
寄
り
添
っ
た
設
計
・
積

算
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

治
山
ダ
ム
工
の
工
事
に
お
い
て
施
工
し
た
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
、
し
ゅ
ん
工
検
査
時

に
、
支
持
力
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
型
枠
工
を
設
置
す
る
た
め
に
均
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
必
要
な
場
合
に
つ
い
て
は
、
監
督
員
と
協
議
の
上
、
必
要
最
小
限
の
施
工
と
し
て

下
さ
い
。
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２　
残
存
型
枠
使
用
時
の
均
し
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
施
工
に
つ
い
て 

【
三
好
】

　
　

治
山
ダ
ム
に
お
け
る
残
存
型
枠
の
積
極
的
な
採
用
を
希
望
す
る
が
、
そ
の
施
工
要
領
書
に
型

枠
固
定
及
び
浮
き
止
め
と
し
て
ア
ン
カ
ー
（
差
し
筋
）
を
と
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
１
リ

フ
ト
目
の
型
枠
に
お
い
て
、
床
面
が
岩
盤
で
あ
れ
ば
い
い
が
、
土
砂
の
場
合
は
耐
力
が
な
く
、

打
設
時
に
型
枠
が
押
し
出
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
床
面
を
10
㎝
ほ
ど
過
掘
り
し

て
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
任
意
打
設
し
て
い
る
が
、
施
工
要
領
書
に
記
述
が
あ
る
の
で
、
設
計

に
組
み
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

３　
鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
の
施
工
に
つ
い
て 

【
美
馬
】

　
　

鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
施
工
箇
所
は
土
質
の
悪
い
箇
所
が
多
く
、
床
掘
後
の
床
付
け
が
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
基
礎
砕
石
等
の
計
上
を
お
願
い
し
た
い
。

４　
山
腹
水
路
の
設
計
に
つ
い
て 

【
那
賀
】

　
　

水
路
工
の
設
計
図
は
、平
面
位
置
等
が
よ
り
分
か
る
よ
う
な
図
面
の
添
付
を
お
願
い
し
た
い
。

Ⅲ　
林
道
事
業

１　
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
等
の
特
殊
な
機
械
の
運
搬
費
の
積
算
に
つ
い
て 

【
美
馬
】

　
　

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
工
法
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
、
20
ｔ
未
満
の
機
械
運
搬
は
共
通
仮
設

費
の
率
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
特
殊
な
機
械
の
た
め
県
内
に
保
有
し
て
い
る
会
社
が

な
く
、
県
外
か
ら
の
運
搬
が
必
要
と
な
り
諸
経
費
以
上
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

実
態
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
適
正
な
運
搬
費
の
計
上
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

　

鋼
製
ふ
と
ん
か
ご
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
特
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
盤
の

土
質
が
脆
弱
な
箇
所
で
採
用
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
施
工
後
、
県
の
出
来
形
管

理
基
準
の
規
格
値
内
に
収
ま
ら
な
い
範
囲
の
沈
下
等
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
監

督
員
と
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
場
の
施
工
性
向
上
に
向
け
、
今
後
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

運
搬
費
に
つ
い
て
は
、
治
山
林
道
必
携
に
基
づ
き
、
質
量
20
ｔ
未
満
の
建
設
機
械
の
搬
入
費
用

は
共
通
仮
設
費
率
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項
1818
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
今
後
の
事
業
執
行
に

件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
速
や
か
に
今
後
の
事
業
執
行
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　

反
映
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
委
員
会
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
中
山
間
地

　
ま
た
、
委
員
会
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
中
山
間
地

域
に
お
け
る
建
設
業
の
新
た
な
担
い
手
対
策
で
あ
る
「
土
育
（
つ
ち
い
く
）」
の
実
施

域
に
お
け
る
建
設
業
の
新
た
な
担
い
手
対
策
で
あ
る
「
土
育
（
つ
ち
い
く
）」
の
実
施

状
況
及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

状
況
及
び
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
各
支
部
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
た
課
題
解
決
を

　
今
後
と
も
各
支
部
か
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
改
善
に
向
け
た
課
題
解
決
を

図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
中
央
会
の
技
術
・
労
働
委
員
会
等
を
通
じ
、
林
野
庁

図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
中
央
会
の
技
術
・
労
働
委
員
会
等
を
通
じ
、
林
野
庁

の
関
係
各
課
へ
要
望
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

の
関
係
各
課
へ
要
望
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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施
工
管
理
技
術
基
本
研
修
会
を
令
和
六
年
八
月
六
日
に
、

美
馬
市
穴
吹
町
「
清
月
屋
敷
」（
メ
イ
ン
会
場
）
及
び
徳
島

県
建
設
業
協
会
那
賀
支
部
（
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
）
に
お
い
て
、

開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
会
員
の
要
望
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
か
ら

開
催
し
て
お
り
、
治
山
林
道
事
業
に
従
事
す
る
若
手
技
術
者

等
を
対
象
に
、
業
務
に
係
る
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
等
を
習

得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
施
工
管
理
技
術
の
向
上
お
よ
び
現

場
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
と
同
様
に
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
二
会
場
同
時
進
行
で
研

修
を
実
施
し
た
結
果
、
過
去
最
多
の
一
一
九
名
の
会
員
等
関

係
者
が
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
者
に
は
全
国

土
木
施
工
管
理
技
士
会
連
合

会
の
継
続
教
育
学
習
制
度
Ｃ

Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
受
講
証
明
書
（
４

ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
講
師
及
び
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

研
修
Ⅰ　
徳
島
県
に
お
け
る
事
前
防
災
減
災
の

　
　
　
　
必
要
性
に
つ
い
て

徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

名
誉
教
授
・
特
命
教
授　

中　
野　
　
　
晋

　

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
施
設
の
状
況
報
告
を
行

う
と
と
も
に
、
事
前
防
災
減
災
の
見
地
か
ら
ハ
ー
ド
対
策
の

み
な
ら
ず
、
避
難
行
動
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
相
ま
っ
て
成

す
事
前
対
策
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

　

ま
た
、
徳
島
県
と
能
登
半
島
の
地
理
的
要
因
は
類
似
し
て

お
り
、
同
様
の
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
そ

の
対
応
策
を
解
説
す
る
。

研
修
Ⅱ　
労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

三
好
労
働
基
準
監
督
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

労
働
基
準
監
督
官　

坂　
根　
　
　
空

　

高
所
や
急
傾
斜
地
で
の
施
工
が
中
心
と
な
る
治
山
林
道
工

事
に
お
い
て
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
に
向
け
た
危
険
予
知
活
動
等

の
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

研
修
Ⅲ　
施
工
管
理
技
術
に
つ
い
て

　

徳
島
県
農
林
水
産
部
森
林
土
木
・
保
全
課　
　

　
　
　
　
主
任
主
事　

蓮　
田　
和　
也

　

治
山
林
道
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
品
質
の
高
い
構
造
物

を
早
く
、
安
く
、
安
全
に
作
る
た
め
に
必
要
な
施
工
管
理
の

基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

施
工
管
理
技
術
基
本
研
修
会
開
催

令
和
六
年
度

研修会開催状況（サテライト会場）

ＺＯＯＭ
による
配信状況

研修会開催状況（メイン会場）
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令
和
六
年
九
月
四
日
か
ら
五
日
ま
で
の
二
日
間
、
東
京
都

港
区
赤
坂
の
「
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
」
会
議
室
に
お
い
て
、

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
が
主
催
で
、

昨
年
度
ま
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
形

式
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
五
年
振
り
に
集
合
形
式
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
協
会
か
ら
は
二
名
の
会
員
が
受
講
し

ま
し
た
の
で
、
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

㈱
小
野
組
　
　
　
　
　
　
　

　
小
　
野
　
恭
　
補

　

私
が
こ
の
研
修
会
に
初
め
て
参

加
し
た
の
は
、
ま
だ
駆
け
出
し
の

若
造
で
主
に
現
場
に
出
向
き
、
デ

ス
ク
作
業
は
苦
手
と
し
て
い
た
頃

で
あ
り
、今
回
は
実
に
三
十
年
ぶ
り
の
受
講
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
研
修
の
記
憶
は
ほ
ぼ
無
い
に
等
し
い
の
で
す
が
、

三
十
年
の
間
に
は
数
多
く
の
治
山
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。治
山
事
業
の
大
切
さ
や
必
要
性
は
身
を
も
っ
て
実
感
し
、

多
く
の
事
を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
様
々
な
技
術
や

工
法
が
新
し
く
導
入
さ
れ
治
山
事
業
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
那
賀
町
は
、
面
積
の
九
五
％
が
森
林
で

あ
り
、
そ
の
森
林
を
守
る
た
め
に
治
山
事
業
が
あ
り
ま
す
。

事
業
の
内
容
と
し
て
は
山
地
災
害
の
未
然
防
止
と
被
災
箇
所

を
復
旧
さ
せ
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
人
命
、
財
産
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
そ
し
て
そ
れ

は
災
害
時
に
機
能
し
な
け
れ
ば
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
か

に
良
い
も
の
を
作
る
の
か
、
何
の
た
め
に
作
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
基
礎
知
識
は
、
我
々
施
工
す
る

者
に
と
っ
て
の
治
山
を
知
る
に
繋
が
る
も
の
だ
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
は
国
土
の
三
分
の
二
を
森
林
が
占
め
る
世
界

有
数
の
森
林
国
で
す
が
、
近
年
は
そ
の
森
林
の
荒
廃
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
大
規
模
な
災
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
森
林
の
機
能
は
水
源
か
ん
養
機
能
、
土
砂
流
出
防
止
機

能
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
適
正
な
整
備
が
図
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
森
林
を
整
備
し
、
環
境

を
良
好
に
保
つ
た
め
に
は
多
く
の
手
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ

を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
林
道
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
道
は
山
間
部
に
住
ま
う
人
達
に

と
っ
て
は
、産
業
振
興
の
推
進
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
と
と
も
に
、

災
害
時
の
代
替
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。
人
口
が
少
な
く
深

く
分
け
入
っ
た
山
奥
に
道
を

作
る
の
は
無
駄
だ
、
誰
が
通

る
の
か
と
言
わ
れ
る
事
も
あ

り
ま
す
が
、
誰
も
通
ら
な
い

よ
う
な
山
奥
の
林
道
も
、
誰

か
が
通
る
道
な
の
で
す
。

　

治
山
林
道
事
業
は
目
立
た

な
い
事
業
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
土
を
守
る
た
め
に
必

要
な
事
業
だ
と
今
回
の
研
修

を
受
け
て
そ
の
思
い
は
、
改

め
て
強
く
な
っ
た
気
が
し
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
受
講

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
建
設
㈱
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
　
幸
　
佑

　

こ
の
度
、
森
林
土
木
総
合
研
修

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く
工
事

を
受
注
し
、
施
工
し
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
研
修
で
は
基
本
的
な
事
か
ら
最
新
の

情
報
ま
で
細
部
に
わ
た
り
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
治
山
の
基
礎
知
識
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
説
明
が
あ

り
、
自
分
が
特
に
興
味
関
心
を
惹
か
れ
た
の
は
「
新
・
担
い

手
三
法
の
改
正
に
伴
う
変
化
と
対
策
及
び
多
様
な
側
面
か
ら

の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
時
代
が
急
速
に
変
化
す

る
中
、
我
々
建
設
業
界
も
変
化
が
起
き
て
お
り
、
資
格
制
度

の
見
直
し
、
帳
票
類
の
電
子
化
、
総
合
評
価
項
目
の
変
化
な

ど
経
営
者
目
線
で
も
満
足
で
き
る
内
容
で
し
た
。
こ
の
ご
時

世
、
紙
で
作
成
し
提
出
す
る
の
は
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
る

と
前
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
材
雇
用
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
今
、
一
人
一
人
の
生
産
性
を
向
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
課
題
が
立
ち
ふ
さ
が
り
、
そ
れ
を
解
消
す
る
の
が

Ｉ
Ｔ
な
ど
の
電
子
化
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、他
県
の
総
合
評
価
の
内
容
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、

協
会
を
通
じ
て
打
診
で
き
る
評
価
制
度
も
提
案
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
「
森
林
土
木
事
業
の
推
進
に

向
け
て
」、「
日
本
の
路
網
技
術
に
つ
い
て
」、「
新
土
木
工
事

と
会
計
検
査
に
つ
い
て
」、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
」
な
ど

現
場
監
督
員
が
受
講
し
て
も
有
意
義
な
時
間
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
貴
重
な
研
修
を
受
講
さ
せ
て

頂
き
、
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
知
識
を
自
分
の
会
社
だ
け
で
は
な
く
、
協
会

会
員
や
自
分
の
地
域
の
会
社
へ
と
展
開
し
、
少
し
で
も
建
設

業
界
が
発
展
、
成
長
す
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
二
日

間
と
短
い
期
間
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
「
全
森
建
」

令
和
六
年
度
「
全
森
建
」

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
会
に
参
加
し
て

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
会
に
参
加
し
て
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本協会の主な動向（４月～10月）
５月　2�೔ ɹྩ࿨ �೥౓࣏ࢁɾྛ ಓ࢛ࠃ஍۠ٞڠձʢদࢢࢁʣ
６月　 � ೔ ɹୈ��ճ޻ࢪҕһձʢಙౡࢢɿݐઃηϯλʔʣ
ɹɹɹ � ೔ ɹୈ�0ճ࣏ྛࢁಓࣸਅίϯΫʔϧ৹ࠪձʢಙౡࢢʣ
ɹɹɹ12೔ ɹྩ࿨ �೥౓Ұൠࣾஂ๏ਓશࠃ৿ྛ౔໦ݐઃڠۀձఆ࣌૯ձ
ɹɹɹ2�೔ ɹྩ࿨ �೥౓ެӹࣾஂ๏ਓಙౡ৿ྛͮ͘Γਪਐߏػ௨ৗ૯ձʢಙౡࢢʣ
７月ɹ 1 ೔ ɹྩ࿨ �೥౓ಙౡྛࢁ࣏ݝಓڠձɹୈ̍ճ໾һձ
ɹɹɹɹɹɹɹୈ��ճ௨ৗ૯ձʢಙౡࢢɿݐઃηϯλʔʣ
ɹɹɹ � ೔ ɹྩ࿨ �೥౓ͱ͘͠·໦͔͍ͮݝຽձٞ௨ৗ૯ձʢಙౡࢢʣ
ɹɹɹ25೔ ɹಙౡࢁݝ஍๷ࡂϔϧύʔ࿈བྷٞڠձɹୈ2�ճ໾һձٞ
ɹɹɹ�0೔ ɹྩ࿨ �೥౓ಙౡݝ৿ྛڠձ௨ৗ૯ձʢಙౡࢢɿϗςϧΫϨϝϯτಙౡʣ
８月　 � ೔ ɹྩ࿨ �೥౓؅޻ࢪཧٕज़جຊݚमձ
ɹɹɹɹɹɹɹʢϝΠϯձ৔ɿඒഅࢢʮਗ਼݄԰ෑʯʣ
ɹɹɹɹɹɹɹʢαςϥΠτձ৔ɿಙౡݐݝઃڠۀձಹլࢧ෦ʣ
ɹɹɹ22೔ ɹྛ໺ެۀࣄڞ༧ࢉʹؔ͢Δཁ๬׆ಈʢ౦ژ౎ɿྛ ໺ி΄͔ʣ
９月　 � ೔ ɾ5೔ ɹྩ࿨ �೥౓ʮશ৿ݐʯ৿ྛ౔໦૯߹ٕज़ݚमʢ౦ژ౎ʣ
ɹɹɹ11೔ ɹྩ࿨ �೥౓Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ࣏࣏ࢁਫڠձఆ࣌૯ձʢ౦ژ౎ʣ
ɹɹɹɹɹɹɹ࣏ྛࢁಓ࢛ࠃ஍۠ٞڠձཁ๬׆ಈ
10月　 � ೔ ɹશྛࢁ࣏ࠃಓڠձձ௕ձ ʢٞळాࢢʣ
ɹɹɹ � ೔ ɹɹɹʏɹɹݱ஍࡯ࢹʢઋ๺ࢢʣ
ɹɹɹ � ೔ ɹྩ࿨ �೥౓౔ҭग़લतۀʢࢢ޷ࡾɿ౦૆୩খதֶߍʣ
ɹɹɹ22೔ ɹྩ࿨ �೥౓࣏ྛࢁಓٕज़ݚमձʢ੢෦ձ৔ʣ
ɹɹɹ2�೔ ɹɹɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹɹʢ౦෦ձ৔ʣ
ɹɹɹ2�೔ ɹɹɹɹɹɹɹɹʏɹɹɹɹɹɹɹʢೆ෦ձ৔ʣ
ɹɹɹ2�೔​ɾ2�೔ ɹͱ͘͠ ·໦͔͍ͮϑΣΞ202�ʢ൘໺ொɿ͋ ͨ͢Ήϥϯυಙౡʣ

編集後記
　今年は、元旦の能登半島地震に始まり、予
測不可能な進路の大型台風の来襲やそれに伴
う線状降水帯の発生などにより、災害は激甚
化・頻発化しており、県土の強靱化による防
災減災対策は待った無しの状況にあります。
　このような中始まった令和７年度林野公共
事業予算の概算要求については、森林整備と
治山の両事業ともに、対前年度比では18.8％
増で、限度額いっぱいの要望となっています。
　また、昨年度同様に「国土強靱化のための
５か年加速化対策」、「ＴＰＰ対策」等に係る
経費については、事項要求として「予算編成
過程で検討」することとなっており、経済対
策としての今年度補正予算を含めて議論され
ると思われます。
　今後とも、本県の治山林道事業の予算拡大
に向け、中央協会等と連携の上、十分気を引
き締めて取り組んで参りたいと考えておりま
すので、会員の皆様方のご支援・ご協力をど
うぞよろしくお願いいたします。

井関　廣幸編集責任者

　「第40回治山林道写真コンクール」を開催しましたところ、県内在住の幅広い年代の
方々から、会心の作品を121点ご応募いただきまして、大変ありがとうございました。
　このコンクールは、森林が持つ、「水を育み・災害を防止する」などの公益的機能を
維持増進するために実施している治山林道事業をPRするものです。
　去る６月７日に、県庁森林土木・保全課担当をはじめとする審
査員により、厳正な審査の結果、上勝町の中田様の作品をはじめ
９点が入賞し、本協会の通常総会において、表彰式が執り行われ
ました。受賞された皆様方に心からお祝い申し上げます。

第40回治山林道写真コンクール第40回治山林道写真コンクール

審査状況

最優秀賞【１点】
上 勝 町　中田　喜啓

優 秀 賞【３点】
徳 島 市　野口　美佳
三 好 市　谷内　亮太
つるぎ町　板谷　富吉

佳　　作【５点】
阿 南 市　市谷　敏和
神 山 町　河野　真二
神 山 町　山田　公彦
美 馬 市　石崎　　茂
徳 島 市　丸田　泰史

入 賞 者

野　口　美　佳優秀賞

谷　内　亮　太優秀賞

板　谷　富　吉優秀賞
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